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史
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寺
田
寅
彦
の
研
究
と
牧
野
富
太
郎
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友
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「
教
育
」と

「
性
の
多
様
性
」

　
多
方
面
に
活
躍
し
た
こ
と
か
ら
「
日
本
の

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
と
呼
ぶ
人

も
い
る
寺
田
寅
彦
（
一
八
七
八
〜
一
九
三
五

年
）
は
、
研
究
面
で
は
日
本
の
「
Ｘ
線
結
晶

学
の
元
祖
」と
も
い
わ
れ
る
業
績
を
残
し
た
。

大
正
二（
一
九
一
三
）年
に
は「
Ｘ
線
と
結
晶
」

と
い
う
論
文
を
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
掲
載
す

る
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
ラ
ッ
グ
親
子
が
同
様

の
研
究
を
同
誌
上
で
発
表
し
た
直
後
で
あ
っ

た
。
ブ
ラ
ッ
グ
親
子
は
大
正
四（
一
九
一
五
）

年
に
「
Ｘ
線
に
よ
る
結
晶
構
造
解
析
に
関
す

る
研
究
」
に
よ
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を

受
賞
し
て
い
る
（
当
時
は
、
海
外
へ
の
郵
送

は
船
便
で
あ
り
、
ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か
か
っ

た
ら
し
い
。
残
念
な
こ
と
で
あ
る
）。

　
ま
た
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関

東
大
震
災
の
直
後
に
は
震
災
の
被
害
状
況
や

震
災
火
災
の
調
査
に
尽
力
し
、
精
力
的
に
活

動
し
た
。
そ
し
て
予
知
は
難
し
い
と
の
立
場

か
ら
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
て
い
る
。
一
連
の

活
動
の
中
で
「
天
災
は
忘
れ
ら
れ
た
る
頃
来

る
」
と
い
う
名
言
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
の

は
一
番
弟
子
の
中な
か
谷や

宇う

吉き
ち
郎ろ
う
博
士
（
世
界
初

の
人
工
雪
の
研
究
開
発
者
）
の
証
言
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
と
な

り
、
実
験
物
理
学
や
地
球
物
理
学
の
講
座
を

担
当
し
た
。
ま
た
地
震
研
究
所
や
航
空
研
究

所
、
理
化
学
研
究
所
等
で
重
要
な
研
究
に
携

わ
り
、
若
い
研
究
者
た
ち
に
多
く
の
示
唆
を

与
え
続
け
た
。「
ね
ぇ
君
ふ
し
ぎ
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
」は
博
士
の
口
癖
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
高
知
市
の
寺
田
寅
彦
記
念
館
の
入
り
口
に

牧
野
富
太
郎
博
士
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
石
碑

が
あ
る
。「
寺
田
寅
彦
先
生
邸
址あ
と

」
と
「
天

災
は
忘
れ
ら
れ
た
る
頃
来
る
」
で
あ
る
。
昭

和
二
十
七（
一
九
五
二
）年
の
揮き

毫ご
う
で
あ
る
。

寺
田
博
士
は
『
随
筆
難
』
と
い
う
作
品
の
中

で
「『
常く
さ
ぎ山

の
花
』
と
題
す
る
小
品
の
中
に

あ
る
『
相
撲
取
草
』
と
は
邦
語
の
学
名
で
何

に
当
る
か
と
い
う
質
問
を
受
け
て
困
っ
て
し

ま
っ
て
同
郷
の
牧
野
富
太
郎
博
士
の
教
え
を

乞
う
て
は
じ
め
て
そ
れ
が
『
メ
ヒ
シ
バ
』
だ

と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
」
と
い
う
記
述
を
残

し
て
い
る
。
お
互
い
に
尊
敬
し
合
っ
て
い
た

と
も
伝
え
ら
れ
る
両
者
の
交
流
が
伺
え
る
一

文
で
あ
り
、N
H
K
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説『
ら

ん
ま
ん
』
の
中
に
登
場
し
て
も
お
か
し
く
な

い
逸
話
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

寺田寅彦記念館入り口横
の石碑（牧野富太郎　書）

　
質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に
―
―
こ

れ
は
S
D
G
s
の
17
の
ゴ
ー
ル
の
一
つ

で
す
。
全
て
の
子
ど
も
が
平
等
に
、
安

心
し
て
学
ぶ
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
が
、

こ
の
ゴ
ー
ル
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
ゴ
ー
ル
と
深
く
関
わ

る
の
が
、
も
う
一
つ
の
ゴ
ー
ル
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
で
す
。

　
市
は
令
和
2
年
度
に
「
高
知
市
に
じ

い
ろ
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
い
、
多
様
な

性
の
あ
り
方
へ
の
理
解
を
深
め
、
誰
も

が
お
互
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
い

な
が
ら
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
虹
は
、多
様
性
を
象
徴
す
る
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
に
な
ぞ
ら
え
て
表
現
し
た
も
の

で
す
。

　
こ
う
し
た
理
念
を
踏
ま
え
、
市
教
育

委
員
会
で
は
令
和
2
年
度
か
ら
、
市
内

の
学
校
を
対
象
に「
レ
イ
ン
ボ
ー
ス
ク
ー

ル
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
で
は
、
市
出
身
で
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ

ン
ダ
ー
当
事
者
と
し
て
啓
発
活
動
に
取

り
組
む
大
久
保
暁あ
き
ら

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

「
人
と
違
っ
て
い
い
」「
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
で
い
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

子
ど
も
た
ち
に
届
け
て
い
ま
す
。
今
年

度
で
6
年
目
を
迎
え
、
現
在
は
18
校
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
性
の
多
様
性
」を
理
解
す
る
こ
と
は
、

一
人
一
人
の
個
性
を
尊
重
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
く
た
め

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
令
和
５
年
６
月
に

は
「
性
的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国

民
の
理
解
の
増
進
に
関
す
る
法
律
」
も

施
行
さ
れ
、
全
国
的
に
も
理
解
促
進
の

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
人
が
偏
見
や
差
別
を
受
け

ず
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
教
育
を
通
じ
た
理

解
の
広
が
り
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
人
権
に
関
心
を
持
ち
、
多
様
な
人

と
の
出
会
い
を
通
じ
て
「
全
て
の
人
を

大
切
に
す
る

心
」
を
育
ん

で
い
け
る
よ

う
、
市
も
引

き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】人
権
・
こ
ど
も
支
援
課

☎
8
5
5‌ ‌

-3
7
0
1

今月のテーマ今月のテーマ

質の高い教育質の高い教育
をみんなにをみんなに

〔ゴール4〕〔ゴール4〕

ジェンダー平等ジェンダー平等
を実現しようを実現しよう

〔ゴール5〕〔ゴール5〕

講演する大久保暁さん
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　災害発生時に、 被災地でボランティア活動を円滑に
進めるための拠点となる「災害ボランティアセンター」
をご存じでしょうか。
　市では、地震や津波、風水害等の大規模災害が発生
した際に、市社会福祉協議会（市社協）に災害ボランテ
ィアセンターの設置を要請し、 市社協や高知青年会議
所、NPO高知市民会議等が主体となって運営します。
　活動内容は、 一言で言うとボランティアと被災者の

「橋渡し役」です。具体的には、ボランティアの募集・
受け付け・調整や被災者のニーズの把握、ボランティ
ア活動のコーディネート、活動場所の提供・資機材の
貸し出し、活動報告・情報共有な
どの活動があります。
　大規模災害時は、地域の復旧・
復興に市内外から参加されるボラ
ンティアの皆さんの協力が必要不可欠です。「災害ボラ
ンティアセンターがあるんだ」ということを知っておい
てくださいね。

知ってる？ 災害ボランティアセンター

高知の旅はデジタルマップ
「高知トラベルコンパス」で

■ こんな仕事をしています

06

詳しくはこちら▶

詳しくはこちら▶

【問い合わせ】�地域コミュニティ推進課☎823-9080　　　　
市社会福祉協議会地域協働課☎823-9570

■名産品が当たるハッシュタグキャンペーンを開催中！
高知の魅力的な観光スポットをまとめ
たウェブサイト「高知トラベルコンパス
（KOCHI TRAVEL COMPASS）」は、県
内のエリア別特集記事や、おすすめの
観光スポット・観光ルートが見つかる
デジタルマップです。10月26日㈰まで、高知の名産品
が抽選で80人に当たるハッシュタグキャンペーンを開

催中。詳しくはホームページを
ご覧ください。

観光資源の
魅力向上 観光宣伝

まちの出来事を写真でお届けします 8 月
AugustAugust

毎年 8 月 1日は「高知市
男女共同参画の日」

「高知市男女共同参画の日」にちなみ、
男女共同参画をテーマにした川柳・写
真の入賞者と、男女共同参画の推進に
積極的に取り組む企業を表彰しました。

雨と共に踊る今夏のよさ
こい祭りでした

国内外１８８チーム、約１万 8,000 人
の踊り子が演舞を披露しました。一時
の雨もなんのその、老若男女・どの
チームも愉快活発に踊りました。

交通安全功労者表彰式が
行われました

交通安全のために積極的に取り組み、
交通安全意識の高揚に貢献されたとし
て、個人９人と２団体が表彰されまし
た。

災ボラ

03

国際・
広域観光

観光魅力創造課　編

まぶしい太陽、鮮やかな海、緑豊かな山々、人々の笑顔、も
ちろんおいしい食も。高知の魅力を余すことなく伝えます。

【問い合わせ】
観光魅力創造課☎803-4319


